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２年 数学課題 
 ２年生の数学は一週間に３回の授業があります。よって３回分の課題を下記の通り提示しました。 

学習のポイントをおさえ，指定されたプリントを学習して下さい。また，学習したプリントは毎回，数学ノート（１年

次に使用していたものの続きからでも良い：Ａ３版ノート）にきれいに貼り付けましょう。課題（数学ノートおよびワー

ク）は，始業式
・ ・ ・

の日に担任の先生まで提出して下さい。なお，提出された数学ノートとワークの学習状況や成果を確認す

るテストを始業式後に行い，学習評価に反映します。 

 

 課題内容 学習のポイント 

① 
未来へひろがる数学２ 第１章「式の計算」 

プリントＰ.２，３，４ 

☆時間があればチャレンジ！ 

副教材「数学の問題ノート２」Ｐ．２，３ 

 

早速，この単元で単項式，多項式，同類項などといった新

用語が出てきます。教科書に意味が載っているので，調

べたものをプリントにまとめ，しっかり頭に入れた上で，

「例題→問題」の流れで解いていきましょう。必ず自己

採点をすること。 

② 
未来へひろがる数学２ 第１章「式の計算」 

プリントＰ.５，６ 

☆時間があればチャレンジ！ 

副教材「数学の問題ノート２」Ｐ．４，５ 

 

単元は「式の加法・減法」です。計算の手順をおさえ，「例

題→問題」の流れで解いていきましょう。必ず自己採点

をすること。 

③ 
未来へひろがる数学２ 第１章「式の計算」 

プリントＰ.７，８ 

☆時間があればチャレンジ！ 

副教材「数学の問題ノート２」Ｐ．６，７，８ 

 

単元は「いろいろな多項式の計算」です。多項式に数をか

けたり，多項式を数でわったりすることを「例題→問題」

の流れで解いていきましょう。必ず自己採点をすること。 
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未来へひろがる 数学２   第１章「式の計算」  

中学２年生で学ぶ最初の数学は「式の計算」です。この章は，１年の「文字の式」で学んだ文字が１つの一次式どうしの

加法，減法，文字式に数をかけること，文字式を数でわることなどをもとにして，次のことを学ぶことになります。 

 １．簡単な単項式，多項式の加法，減法の計算ができること 

 ２．多項式と数の乗除の計算ができること 

 ３．文字が２つ以上ある式について，簡単にしてから式の値を求められること 

 ４．単項式どうしの乗法，乗除の計算ができること 

 ５．数量および数量の関係をとらえ，文字式を使って説明できることを理解すること 

 ６．目的に応じて，簡単な等式を変形できること 

 

以上，１～６のすべてが理解し出来るようになるために，このプリントを通してしっかり勉強していきましょう。では、

まず新用語から確認していきます。教科書１５，１６ページを参照に，答えをうめていきましょう。 

 

単項式・・・・                                      

 

多項式・・・・                                      

 

項・・・・・・                                      

 

次数・・・・・                                      

 

同類項・・・・                                      

 

 

 

１年生の文字式の学習では，例えば５×a×ｂはかけ算記号を省略し，５aｂと表しました。また，３×𝓍×𝓍 × 𝓍のよう

に同じ文字が掛かった場合（累乗）は３𝒳３と表した。ここで言う，５aｂや３𝒳３は単項式であり，５aｂは文字が２個か

けあわされているので次数は２，一方３𝒳３は文字が３個かけあわされているので次数は３である。 

次に多項式３𝒶２ −２𝒶＋１について考えよう。項は，３𝒶２，−２𝒶，１の３つです。 

また，多項式では，各項の次数のうち，もっとも大きいものを，その多項式の次数とい 

います。よって多項式３𝒶２ −２𝒶＋１の次数は２になります。次数が１の式を一次式， 

次数が２の式を二次式というので，多項式３𝒶２ −２𝒶＋１は二次式となります。 

復習もかねて…

…… 

注意！ 

多項式３𝒶２ −２𝒶＋１の項

を下のように間違える人が

います 

３𝒶２，２𝒶，１ 

気をつけましょう！ 
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＜例題＞ 

 （１）多項式５𝒶３ −２𝒶2＋１の次数は  3 ，よって三次式 

 （２）多項式２𝒳＋７の次数は １ ，よって一次式 

川口市立青木中学校２学年    組    番 名前           実施日：  月   日  曜日 

 

              解答プリントをみて自己採点をしましょう。【  】内は観点別評価です。 

 

教科書Ｐ.15 問１    【知識・理解】 

教科書Ｐ.16 問２ 問３ 【知識・理解】 

 

＜計算余白＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題を解いてみよう！ 
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●同類項をまとめる 

＜例題＞ 

（１）６𝒶 −２ｂ＋３ｂ−４𝒶＝６𝒶 −４𝒶 −２ｂ＋３ｂ 

              ＝(６𝒶 −４𝒶)＋ (－２ｂ＋３ｂ) 

             ＝(６−４) 𝒶＋ (−２＋３)ｂ 

             ＝２𝒶＋ｂ 

（２）𝒳2＋３𝒳＋１−４𝒳＋２𝒳2＝𝒳2＋２𝒳2＋３𝒳 −４𝒳＋１ 

               ＝(𝒳2＋２𝒳2) 𝒳2＋ (３𝒳 −４𝒳)＋１ 

               ＝(１＋２) 𝒳2＋ (３−４) 𝒳＋１ 

               ＝３𝒳2－𝒳＋１ 

 

              解答プリントをみて自己採点をしましょう。【  】内は観点別評価です。 

 

教科書Ｐ.1７ 問 4    【計算・技能】 

＜計算余白＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題を解いてみよう！ 
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●式の加法・減法 

２つの式を足したり，引いたりするには，それぞれの式に（  ）をつけて，記号＋，－でつないで計算します。 

＜例題＞ 

（１）２つの式５𝒶＋３ｂ，２𝒶＋５ｂをたす         （２）２つの式５𝒶＋３ｂから２𝒶＋５ｂをひく 

   (５𝒶＋３ｂ)＋ (２𝒶＋５ｂ)                     (５𝒶＋３ｂ) − (２𝒶＋５ｂ) 

   ＝５𝒶＋３ｂ＋２𝒶＋５ｂ                      ＝５𝒶＋３ｂ−２𝒶 −５ｂ 

   ＝５𝒶＋２𝒶＋３ｂ＋５ｂ                      ＝５𝒶 −２𝒶＋３ｂ−５ｂ 

   ＝７𝒶＋８ｂ                            ＝３𝒶 −２ｂ 

 

上の例題の解き方のように２つの多項式を，足したり，引いたりする際は，次の計算の手順を明確にすることがポイント

です。 

    

 

 

 

 

 

 

次は，多項式の加減を縦書きに並べて計算する技も習得しておこう！ 

＜例題＞ 

（１）(３𝒳 −７𝒴)＋ (２𝒳＋５𝒴)           （２）(４𝒳＋６𝒴) − (𝒳＋６𝒴 −５) 

 

           ３𝒳 − ７𝒴                        ４𝒳＋６𝒴 

 ＋） ２𝒳＋５𝒴                      −）   𝒳＋６𝒴 −５ 

①それぞれの式にかっこをつけて，これを＋または－でつなぐ 

②かっこをはずす 

③同類項をまとめる 
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              5 𝒳－２𝒴                        5 𝒳   ＋５ 

 

 

上の例題の解き方のように２つの多項式の加減を縦式計算で解くことは，次の章の「連立方程式」で直接関わる計算方法

になります。先を見据えて，今ここで縦式計算もマスターしておいてほしい。ポイントを以下まとめておきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              解答プリントをみて自己採点をしましょう。【  】内は観点別評価です。 

 

教科書Ｐ.1７ 問 5    【計算・技能】 

教科書Ｐ.18  問 6，7，8   【計算・技能】 

 

＜計算余白＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

縦式計算では 

①同類項を上下にそろえて並べる 

②たす式，ひく式の各項の符号に注意する 

問題を解いてみよう！ 
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●いろいろな多項式の計算 

 ここからは，多項式に数をかけたり，多項式を数でわったりすることをおさえよう。それをふまえてさらに式の計算を

進めていきます。 

＜例題＞ 

（１）数×多項式                     （２）多項式÷数 

   ５ (2𝒶＋3ｂ)＝５ × 2𝒶＋５×３ｂ              (９𝒳 −６𝒴) ÷３＝ (９𝒳 −６𝒴) ×
1

3
 

         ＝10𝒶＋15ｂ                          ＝９𝒳 ×
1

3
−６𝒴 ×

1

3
 

                                         ＝３𝒳 −２𝒴 

（３）かっこがある式の計算① 

   ３ (𝒳 −２𝒴)＋２ (２𝒳＋𝒴) 

  ＝３𝒳 −６𝒴＋４𝒳＋２𝒴                      

  ＝７𝒳 −４𝒴 

 

 

（４）かっこがある式の計算②                （５）かっこがある式の計算③  
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  ５ (𝒳＋３𝒴) −３ (２𝒳 −５𝒴＋１)                
1

3
(2𝒳＋𝒴) −

1

6
(𝒳 −５𝒴) 

 ＝５𝒳＋15𝒴－6𝒳＋15𝒴 − 3                   ＝ 
2

3
𝒳＋

1

3
𝒴 −

1

6
 𝒳＋

5

6
𝒴 

 ＝－𝒳＋30𝒴 − 3  ＝
2

3
𝒳 −

1

6
 𝒳＋

1

3
𝒴＋

5

6
𝒴 

                                 ＝
1

２
 𝒳＋

7

6
𝒴 

（６）分数の形の式の計算  

   
3𝒳＋２𝒴

2
−

2𝒳−𝒴

3
 

  ＝
３（3𝒳＋２𝒴）

6
−

2（２𝒳−𝒴）

6
     

  ＝
３(3𝒳＋２𝒴)−2（２𝒳−𝒴）

6
 

  ＝
９𝒳＋６𝒴−４𝒳＋２𝒴

6
 

  ＝
５𝒳＋８𝒴

6
 

 

              解答プリントをみて自己採点をしましょう。【  】内は観点別評価です。 

 

教科書Ｐ.19 問 1       【計算・技能】 

教科書Ｐ.20  問 2，3，4   【計算・技能】 

 

＜計算余白＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1

２
(３𝒳＋２𝒴) −

1

３
(２𝒳 − 𝒴) 

とみることもできるね。 

答えも 
５

6
𝒳＋

４

３
𝒴 

問題を解いてみよう！ 


